
 

 

令和５年度第３回酒田市総合教育会議 

 

 

日時：令和６年２月 15 日（木） 

午後１時 30 分～ 

場所：市民会館希望ホール 2 階 

練習室１ 

 

 

次  第 

 

 

１ 開  会 

 

 

２ あいさつ   

 

 

３ 協  議 

（１）本市の教育を取り巻く諸課題について 

・教育人口推計に基づく教育環境の整備について 

 

（２）その他 

 

 

４ 閉  会 

 



長期的な児童数・生徒数減少の見通し 令和６年２月１５日 総合教育会議資料１

学校ごとの児童数・生徒数の予測

中学校生徒数の推移

・小学校は令和11年度、中学校は令和17年度数値に年平均増減率を乗じて各年

度の数値を算出。（※若浜小の平均増減率のみH19⇒H28までの増減率を採用）

・概ね50人となる年次を青、概ね30人となる年次を白で囲んだ。

・下の小中合計の表は、中学校で50人となる年次を青で囲んだ。

※



酒田市立小・中学校学区図　（R5.4.1現在）
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一條小

松原小
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十坂小

浜中小

広野小

新堀小

黒森小

若浜小
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第一中
松陵小

第四中

第三中

飛島中

鳥海小

第六中

第二中

琢成小 平田小

飛島小

富士見小

令和６年２月１５日 総合教育会議資料２

南平田小 東部中

八幡小

鳥海八幡中

亀ケ崎小

※ 小→中の進学に伴い、学区が分かれるケース（浜田小学校→二中・六中、泉小学校→一中・六中）

があるため、図中での中学校区（色塗りで識別）とは完全には一致しません。



①一人一人の学習状況や学習内容の定着状況を的確に把握でき、補充
指導や個別指導を含めたきめ細かな指導が行いやすい
②意見や感想を発表できる機会が多くなる
③様々な活動において、一人一人がリーダーを務める機会が多くなる
④複式学級においては、教師が複数の学年間を行き来する間、児童生徒
が相互に学び合う活動を充実させることができる
⑤運動場や体育館、特別教室などが余裕をもって使える
⑥教材・教具などを一人一人に行き渡らせやすい。例えば、ＩＣＴ機器
や高価な機材でも比較的少ない支出で全員分の整備が可能である
⑦異年齢の学習活動を組みやすい、体験的な学習や校外学習を機動的に
行うことができる
⑧地域の協力が得られやすいため、郷土の教育資源を最大限に生かした
教育活動が展開しやすい
⑨児童生徒の家庭の状況、地域の教育環境などが把握しやすいため、保
護者や地域と連携した効果的な生徒指導ができる

①クラス替えが全部又は一部の学年でできない
②クラス同士が切磋琢磨する教育活動ができない
③加配なしには、習熟度別指導などクラスの枠を超えた多様な指導形態がとり
にくい
④クラブ活動や部活動の種類が限定される
⑤運動会・文化祭・遠足・修学旅行等の集団活動・行事の教育効果が下がる
⑥男女比の偏りが生じやすい
⑦上級生・下級生間のコミュニケーションが少なくなる学習や進路選択の模範
となる先輩の数が少なくなる

⑧体育科の球技や音楽科の合唱・合奏のような集団学習の実施に制約が生じる
⑨班活動やグループ分けに制約が生じる
⑩協働的な学習で取り上げる課題に制約が生じる
⑪教科等が得意な子供の考えにクラス全体が引っ張られがちとなる
⑫生徒指導上課題がある子供の問題行動にクラス全体が大きく影響を受ける
⑬児童生徒から多様な発言が引き出しにくく、授業展開に制約が生じる
⑭教員と児童生徒との心理的な距離が近くなりすぎる

①集団の中で自己主張をしたり、他者を尊重する経験を積みにくく、
社会性やコミュニケーション能力が身につきにくい
②児童生徒の人間関係や相互の評価が固定化しやすい
③協働的な学びの実現が困難となる
④教員それぞれの専門性を生かした教育を受けられない可能性がある
⑤切磋琢磨する環境の中で意欲や成長が引き出されにくい
⑥教員への依存心が強まる可能性がある
⑦進学等の際に大きな集団への適応に困難を来す可能性がある
⑧多様な物の見方や考え方、表現の仕方に触れることが難しい
⑨多様な活躍の機会がなく、多面的な評価の中で個性を伸ばすことが
難しい

一般的に想定される小規模学校の課題・メリット

学級数が少ないことによる学校運営上の課題

小規模学校の課題が児童生徒に与える影響 小規模学校のメリット

【公立小学校・中学校の適正規模・適正配置等に関する手引（平成27年1月27日文部科学省）より抜粋】
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令和 6年 2月 1 5日


